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制作の背景と目的

制作の背景と目的 ➙ 油団とは ➙ 制作工程 ➙ 吸熱・放熱効果の検証 ➙ まとめ



油団とは

・和紙を張り合わせ油を引いた、夏の敷物
・幕末の頃から全国で作られていた
・空調設備が一般家庭に普及するようになると急速に廃れた
・触ると冷涼感があり、心地よい

制作図面完成した油団

制作の背景と目的 ➙ 油団とは ➙ 制作工程 ➙ 吸熱・放熱効果の検証 ➙ まとめ



油団とは

・吸熱・放熱効果がある
・湿気を調整できる
・環境にやさしい
・長く使える

・高価
・効率が悪い
・手入れが大変
・油団の収納スペースが必要

メリット デメリット

制作の背景と目的 ➙ 油団とは ➙ 制作工程 ➙ 吸熱・放熱効果の検証 ➙ まとめ



1.油団台の制作

2.貼り上げ

3.裏打ち

4.耳曲げ

5.渋引き

6.油引き

7. 天日干し

8.艶出し
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吸熱・放熱効果の検証
サーモカメラとは・・・温度を可視化する装置
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吸熱・放熱効果の検証
検証結果と考察 ①触るとひんやりする…表面温度は？

（※室温：21.5℃, 湿度：29% の場合）
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吸熱・放熱効果の検証
検証結果と考察 ②ずっとひんやりしている…吸熱・放熱効果は？

2分後

手を2分間置く 手と各敷物に残留した熱を観察

手から吸収した熱
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吸熱・放熱効果の検証
検証結果と考察 ②ずっとひんやりしている…吸熱・放熱効果は？

（※室温：21.5℃, 湿度：29% の場合）

手の温度高 低

各敷物の残留熱多 少

制作の背景と目的 ➙ 油団とは ➙ 制作工程 ➙ 吸熱・放熱効果の検証 ➙ まとめ



まとめ

制作の背景と目的 ➙ 油団とは ➙ 制作工程 ➙ 吸熱・放熱効果の検証 ➙ まとめ

・高度な技術が必要

・吸熱・放熱効果を有する

・地球環境を守る可能性



補足資料



油団とは

吸熱・放熱効果がある
・体の熱を取ってくれる
・部屋の温度が下がる

湿気を調整できる
長く使える
・痛んだものは修復できる。
・手入れすることで堅く丈夫な
表面を持つようになる
(水をこぼしても家具を置いてもOK)

環境にやさしい
・電気などのエネルギーを使わない

高価
・1畳12万円-

効率が悪い
・手間(6畳を毎日3人で作業しても

1か月はかかる)
・技術が必要

油団をしまうスペースが必要
手入れが大変
・季節が終わったら風通しの良い
場所に保管する

・布に炒った米糠をくるみ、小さい
枕のように仕上げ、ふきあげる。

メリット デメリット

制作の背景と目的 ➙ 油団とは ➙ 制作工程 ➙ 吸熱・放熱効果の検証 ➙ まとめ



和紙とは

・ユネスコにより無形文化遺産登録された。

・繊維が長く、薄くとも強靭で寿命が比較的長い。

・原料が限られ生産性も低いため、価値は高い。

・江戸時代には建具や着物、寝具に使用されていた。

・世界に誇る文化としての発展に期待されている。



楮とは

・クワ科の落葉低木。

・破れにくく強度のある紙ができる。

・障子紙や提灯などに利用される。

・強靭かつ軽くてしなやかな紙質を持つ。



雁皮とは

・ジンチョウゲ科の落葉低木。

・きめの細かい紙ができる。

・害虫に強く保存性・耐久性にすぐれ、変色が少ない。

・雁皮紙は鳥の子紙とも呼ばれる。



三椏とは

・ジンチョウゲ科の落葉低木。

・吸水性にすぐれ、柔軟で光沢のある紙ができる。

・三椏紙は楮と雁皮の中間のような性質の紙である。

・しなやかな紙質で日本の紙幣にも使われている。



使用した材料
鳥の子紙・・・越前和紙の一種。

表面は滑らかで薄黄色(鳥の子色)、やや光沢がある。



使用した材料
美濃紙・・・きめ細かく、ちりや繊維のむらがほとんどない。

繊維が長く絡みやすい。



使用した材料
生麹糊・・・澱粉を主成分に作られた糊。

和紙と相性がよく、しわになりにくい。



使用した材料
柿渋・・・しぶ柿の実を圧縮濾過し、長期間発酵熟成させたもの。

防虫・防腐・耐水性を有し、耐久性の観点から使用。



使用した材料
荏油・・・シソ科の植物エゴマの種から得られる淡黄色の油。

自然なつやを与え、耐水・防虫効果がある。



使用した材料
木綿豆腐・・・艶出しに使用。



使用した道具
打ち刷毛・・・毛質が太く密度も高い刷毛。

少ない糊で繊維を圧着させ、紙を柔らかく仕上げる。



使用した道具
糊刷毛・・・糊を引くときに使う刷毛。



制作工程表

作業日数・・・29日間



材料費

材料費・・・約13,450円
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制作の背景と目的 ➙ 油団とは ➙ 制作工程 ➙ 吸熱・放熱効果の検証 ➙ まとめ

吸熱・放熱効果の検証
油団が有する効果の仮定

・体の熱を吸収

・汗を吸収

・風が吹くと効果が上がる

・放熱速度が布製座布団よりも速い
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制作工程
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